
宮崎県のスクールワイドＰＢＳに
関する取組み

宮崎大学教育学部
半田 健

第45回全国特別支援教育センター協議会研究協議会（宮崎県大会）
2021. 10. 29

 



１．スクールワイドPBS（学校全体で取り組む
ポジティブ行動支援）が
宮崎県に必要な理由
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（１）宮崎県の事業 ※宮崎県教育庁特別支援教育課（2021）より
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る学校に対し、教育行政機関等が導入・実践に当たって指導助言等の支援を行う訪問
を行う。

エリアコーディネーターの補助的役割として、現籍校の近隣の学校の一次的な相談窓
口となり、助言等の支援を行う。上級コーディネーター養成研修修了者（小中学校合わ
せて約70名）の中から、現籍校での役割等を踏まえて、県教育委員会が依頼する。

通常の学級における特別支援教育の視点を生かした授業作りの在り方や工夫につい
てまとめたマニュアルを作成し、各学校に配付することで、児童生徒のニーズに応じた
指導の充実を図る。
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（１）宮崎県の事業 ※宮崎県教育庁特別支援教育課（2021）より
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（２）宮崎県の現状 ※宮崎県教育委員会（2018）より

〇小・中学校の管理職が考える通常の学級の課題

解決策：障害の有無に関わらずすべての児童生徒にとって
わかりやすい指導とそれを可能とする校内支援体制整備
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（３）エリアサポート体制 ※宮崎県教育委員会特別支援教育課（2021）より
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（３）エリアサポート体制 ※横山（2018）より

〇エリアCo月別報告に基づいて整理されたエリア巡回支援の課題
（抜粋）

課題：エリアCoに過度に依存する学校や一過性の巡回支援

解決策：幼・保・小・中・高等学校等の支援体制、特に連続性のある
階層的な支援体制の整備
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（４）スクールワイドPBS ※石黒・三田地（2015）、徳島県教育委員会（2018）より

〇スクールワイドPBS（学校全体で取り組むポジティブ行動支援）
・問題を起こしている児童生徒だけでなくすべての児童生徒を
対象とした階層的支援体制
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（４）スクールワイドPBS ※石黒・三田地（2015）より

〇ポジティブ行動支援（Positive Behavior Support：PBS）
・Positiveの意味
①児童生徒の適切な行動に目を向ける
②問題行動が起きてから対処するのではなく、問題行動が
起きないよう予防的な側面に目を向ける

※問題行動に対する説教や罰は、効果が一時的で、副次的な
望ましくない作用をもたらす（詳細は日本行動分析学会（2014）「体罰」に反対する声明を参照）
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（４）スクールワイドPBS

〇スクールワイドPBSの利点
・児童生徒に対する効果
①授業参加や学校肯定感の向上（大久保ら, 2020）

②生徒指導上の問題行動の減少（庭山, 2020; 松山・三田地, 2020）

③学業成績の向上（Gage, Leite, Childs, & Kincaid, 2017; 徳島県教育委員会, 2019）

・教員に対する効果
①称賛の向上・叱責の減少(庭山・松見, 2016；外山・半田, 投稿中）

②メンタルヘルスの向上(大対ら, 2021）

③学校の修繕費の減少（石黒, 2010）

・支援を要する児童生徒のデータに基づく選定
‐第１層支援の充実により、個別性の高い第２層や第３層支援を
真に要する児童生徒の絞り込み
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２．実践校の取り組み
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（１）スクールワイドPBSの実際（小学校）※A小学校（2021）より

〇A小学校の階層的支援モデル
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第１層支援（学校全体）
・行動マトリクスの周知・掲示
・全教職員での日常的な促し・承認・称賛
・キャンペーン

第２層支援（配慮を要する対象）
・学年会での協議・支援
・生徒指導部・特別支援部との連携・支援
・校内委員会での協議・支援

第３層支援（個別支援を要する対象）
・専門家の活用
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（１）スクールワイドPBSの実際（小学校）※A小学校（2021）より

〇行動マトリクス
・研修を通して全教職員で合意形成を図りながら決定
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元気よく活動しよう 仲良く助け合おう 進んで勉強しよう

・話を聞くときは、立腰しよう（11月）
・話す人のほうを向いて聞こう
（１０月）

・ルールを守って安全に活動しよう（６
月）

・自分の考えを伝えよう

・廊下や階段は右側を無言で歩こう
（５月）

・自分からあいさつやえしゃくをしよ
う

・手洗い・うがいで健康に過ごそう（１
月）

・トイレのスリッパをそろえよう（２月）

・天気のよい日は、外で元気に遊ぼう ・「さん」をつけて名前を呼ぼう

・自分の仕事を時間内にやりとげよう
（１２月）

・放送は静かに聞こう

・「そうじだいすき」を守ろう（９月）

・友達の頑張りを見つけて、伝え合お
う

※下線が引いてある目標はキャンペーンで取り組む内容

給
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・栄養のバランスを考え、何でも食べ
よう

そ
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じ

心豊かに知性をみがき、郷土を愛するたくましい子どもの育成

授
　
業

・相手の話に対して「分かりました。」
などの言葉やうなずきで反応しよう
（３月）

休
み
時
間

・1分前には、静かに着席をしよう（７
月）

・次の授業の準備をしよう（４月）



（１）スクールワイドPBSの実際（小学校）※A小学校（2020）より

〇第１層支援（学校全体）
・行動マトリックスの周知・掲示

・全教職員での日常的な促し・承認・称賛

© 2021 Ken HANDA (University of Miyazaki)



（１）スクールワイドPBSの実際（小学校）※A小学校（2020）より

〇第１層支援（学校全体）
・キャンペーン
11月：相手の話に対して頭をあげて聞く
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（２）スクールワイドPBSの実際（高等学校）※半田（2020）より

〇B高等学校の階層的支援モデル
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３．まとめ
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（１）スクールワイドPBSの要素 ※庭山（2020）より
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実践 子どもの行動への支援

システム
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（２）スクールワイドPBS関連参考資料

〇日本ポジティブ行動支援ネットワーク
https://apbsjapan.org/

〇徳島県教育委員会特別支援まなびの広場
https://manabinohiroba.tokushima-ec.ed.jp/3ccf8abe555bf918ea912652b4aaa547
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